
1

　　　　　  情報誌

第46 号

新年あけましておめでとうございます

　新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　会員の皆様方におかれましては、日頃より会の運営・
発展にご理解とご支援を賜り心から感謝申し上げま
す。
　昨年は保護主義政策を強める米国と中国との貿易摩
擦が深刻化し、世界的に景気の先行きが懸念される1年
となりました。そうした中で日本を含む11カ国による経
済連携協定CPTPPが年末に発効し、人口5億人、貿易
総額５兆ドルという巨大な自由貿易圏が誕生しました。
本年2月にはそれを上回る規模の日EU・EPAが発効し
ます。中国経済の減速、英国のEU離脱など海外情勢は
リスク要因を抱えていますが、この相次ぐ巨大経済圏の
誕生は我が国そして九州の地域経済・産業にとってもグ
ローバル化が進む好機になると期待しております。
　今年は平成が終わり新たな元号が始まる節目の年と
なります。九州・福岡では6月にG20蔵相会合が、9月に
はラグビーW杯が開催され、世界の国々から多くの人が
訪れます。一方で消費税の増税を秋に控え、AI、フィン
テック、IoT技術の進展などにより既存ビジネスの変革
も一層求められる年となると思われます。当会としては昨
年始めた会員交流会勉強会を活用し会員間の連携を促
進するとともに、情報提供やグローバル人材育成支援に
も力を入れていく所存です。会員の皆様方には引き続き
ご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、本年が皆様にとって充実した良
い年になりなすよう祈念いたしまして、年頭のご挨拶とさ
せて頂きます。本年もどうぞ宜しくお願い致します。

　新年あけましておめでとうございます。 
　福岡貿易会におかれましては、日ごろより福岡市の貿
易振興及び地域経済の発展に多大なるご貢献をいただ
き、心から感謝申し上げます。 
　今、福岡市は成長の真っ只中にいます。第3次産業が
9割を占める福岡市は、人を呼び込むことで経済が活性
化することから、観光振興や国際会議の誘致に力を入
れてきました。その結果、クルーズ船の寄港回数が4年
連続で日本一となるなど観光客が増加し、年間2,000万
人以上の方が福岡市を訪れるようになりました。企業立
地や創業も進み、都市経済の成長により政令指定都市
で唯一、市税収入が5年連続過去最高を更新し続けて
います。 
　福岡市は今年で市制130周年を迎えますが、この節目
の年に、世界最高峰の国際会議「G20福岡財務大臣・
中央銀行総裁会議」が開催されます。これは世界に「福
岡」を発信し、福岡市がさらに成長していくチャンスだと
考えており、これに関連した経済イベント等も企画してお
ります。皆様とも一丸となり、オール福岡で大成功を収め
たいと思いますのでよろしくお願いいたします。 
　今年も、「人と環境と都市活力の調和がとれたアジア
のリーダー都市」を目指し、そして、未来の日本のロール
モデルとなれるよう、福岡を次のステージに飛躍させるた
めのチャレンジ「FUKUOKA NEXT」を市民・企業の皆
様とともに進めてまいりますので、福岡貿易会の皆様の
ご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

公益社団法人 福岡貿易会
会 長  土  屋  直  知

福岡市長

髙  島　宗 一 郎
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講師：田口先生によるご講演

新規入会会員紹介乾杯ご発声：九経局渡部国際部長

土屋会長ご挨拶 来賓挨拶：福岡県小川知事 来賓挨拶：福岡市貞刈副市長

　昨年末12月3日（月）にソラリア西鉄ホテルにて福
岡貿易会創立60周年記念年末講演会・会員交流会を
開催しました。第一部の講演会では、老荘思想研究
家で㈱イメージプラン代表取締役社長の田口佳史氏
を講師にお招きし『大転換期を乗り越える新たな視
点と経営』と題して講話を頂きました。「日本の地理
的特性」「見えないものを見る」「徳とは何か」を踏
まえ、ビジネスパーソンが今後の指針とすべき企業
観について提言を頂き、集まった約150名の参加者皆
さん熱心に聞き入っていました。

　第二部の会員交流会には会員、行政・関係機関・
外国公館の皆様多数にご参加を頂きました。福岡県
小川知事、福岡市貞刈副市長より来賓挨拶を頂き、
九州経済産業局渡部国際部長の乾杯ご発声により交
流会がスタート。和やかに参加者同士懇親を深める
中、新入会員11名のご紹介や昨年11月に弊会が受賞
した環黄海経済・技術交流大賞について矢幡理事か
らご披露賜りました。会員、関係各位の皆様のおか
げで60周年を記念する交流会を盛大に開催すること
ができましたこと厚くお礼申し上げます。

　昨年11月20日、韓国・群山市で開催された第17回
環黄海経済・技術交流会議において、福岡貿易会は

「第4回環黄海経済・技術交流大賞」を受賞致しまし
た。本大賞は黄海沿岸地域である九州・中国・韓国
の政府・経済団体が貿易や投資、技術交流を深化・
拡大させ、開かれた環黄海経済圏の形成を目的とし
ており、当会が中韓両国と早くから経済交流に取り

組み、地場中小企業の環黄海地域を含む海外への展
開支援を行ってきたことを評価頂いたものです。授
賞式には当会を代表して矢幡理事が出席され、表彰
状と記念盾を受領しました。今回の受賞は会員の皆
様からの長きに渡るご支援の賜であり、あらためて
お礼を申し上げます。

九州経済界「一帯一路」
訪中団レポート� 甲斐　敏洋

福岡貿易会創立60周年記念講演会・会員交流会開催

福岡貿易会が「環黄海経済・技術交流大賞」を受賞

　2013年、習近平国家主席が提唱した巨大経済圏構
想「一帯一路」が今年で5年目を迎えた。2018年10月、
日中友好条約締結40周年を記念して日中首脳会談が
開催され、安倍首相は「競争から協調へ」「第3国での
共同開発」等を表明した。福岡では「一帯一路」の現
状視察のために、九州中資企業協会主催・在福岡中
国総領事館後援による「九州経済界一帯一路訪中団」
が派遣された。
　同訪中団は、今年10月28日から11月2日の日程で、
中国の陝西省西安市と江蘇省太倉港と連雲港を訪問し
た。福岡貿易会専務理事・甲斐を団長、九経連・平井
常務理事を顧問とし、訪問メンバーはメーカーでは安川
電機・花王・日立金属・正興電機、物流企業では日通・
山九、経済団体では九経連・福貿会から構成された。
　今回訪中団の目的は、一つに日・EUとのEPA締結に
より増加が期待される日欧間物流において、これまで
の海上輸送航空輸送に加え鉄道輸送の可能性を検討
すること、二つに「一帯一路」において九州として何が
取り込めるか、何がやれるのかを探る事であった。
　一帯一路については賛否両論あるが、何時ものこと
ながら、今回も隣国中国の経済発展の「スピード」と「規
模感」には驚かされるばかりである。日本としてはどう
活用するか真剣に考えなくてはならないと思う。

１．九州から最も近い港・連雲港　　
　連雲港は中国沿岸の中央に位置し、連雲港からは日
本へ9つの航路、韓国へは８つ航路が定期運航している。
連雲港では日本、韓国からユーラシアランドブリッジを
利用した鉄道での輸送を20年以上おこなっており、自動
車部品を中央アジア・ウズベキスタンに、タイヤをキルギ
スタンに運ぶ等車の部品などの貨物が増えてきている。
　今回連雲港では中国とカザフスタン両国で運営する
港湾施設・港湾ターミナル（連雲港中哈国際物流有限
公司、カザフスタンとの合弁の鉄道会社）コントロール
センターと連雲港で最大の企業である城建控服集団が
新しく開発を進めている港湾地区の開発状況の視察を
行った。

　その後連雲港市政府との意見交換、連雲港市・呉
副市長を表敬訪問し、夕刻の晩餐会は大いに賑わった。

２．中欧鉄道の結節点・西安　
　西安は昔長安と呼ばれ、奈良・京都は長安を模して
造られたことは衆知のとおりで、日本・博多とは非常に
なじみの深い都市であり、日本人が世界で行ってみた
い都市の一つである。しかし西安は特別市ではあるも
のの、改革開放では沿岸部の諸都市の発展に後れを
取ってきたが、近年西部地区開発により、航空事業、
製薬事業、自動車部品製造業、情報産業等が発達し
てきている。
　また西安は中国の中央に位置することから海、空、鉄
道、高速道路により総合的な海外との物流の窓口とすべ
く、幅広く物流を育ててきている。西安では中国(陝西)
自由貿易試験区、西安国際港務区（西安鉄道コンテナ
輸送センター）、西安経済技術開発区他を訪問した。
　国際港務区は2009年より開発され、海、空、鉄道、
高速道路により総合的な海外との物流の窓口としてい
る。鉄道網は西安より7ルートの鉄道網がある。その
内訳はヨーロッパへは3本(所要日数16－18日間)、中
央アジアへは2本(同10日)、ロシアへは1本(同18日間)、
イランへは1本(同16日間)。年間合計で1,000本の列車
を運行。今年は明日（10 / 30）で1,000本に達する。
　貨物列車の本数及び運搬量は全国でトップ。中国国
内には西安の他に重慶、武漢、鄭州、成都といった都
市に鉄道基地が発達してきている。今後自由貿易試験
区と鉄道駅・施設との連動が期待される。自由貿易試
験区への海外からの企業集約に期待。また、他には海
外から電子、デジタル産業が移転してきている。又西
安経済技術開発区を視察したがドイツ企業の進出が目
立っていた。

３．江蘇省最大の太倉港について
　太倉港は江蘇省の入江の中で最大の港で揚子江の入
口に位置している。太倉港は明の時代、コロンブスの
新大陸発見に先立ち、7回にわたった東南アジア～アフ
リカまでの鄭和による大船団が出発した港である。
　太倉市は上海と隣接しており45分で虹橋空港、1時
間程度で浦東空港まで行くことが可能。上海から鉄道
(太倉市内に駅が3つある)および高速道路が開通してい
る。人口104万人、ドイツとの交流が盛んでありドイツか
ら300社が進出している。総合保税区の中では太倉太境
通供応鏈管理有限公司(ネット通販会社)が稼働していた。

連雲港市
呉副市長との会談

中欧班列「長安号」 国際港務区 太倉港位置図

2018年
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オーストラリア・ニュージーランド
経済ミッション報告

　福岡から世界・アジアで活躍できる人材を育成
することを目的に例年開催している「福貿グロー
バル塾」。2018年度は海外販路開拓実践編として、
J-Tech Transfer & Trading代表の小島尚貴氏を講師
に招き、実際に海外で売りたい商品をお持ちの企業
に参加頂いて、4月から9月にかけ全6回で行った。
　講師小島氏からは、失敗する海外展開の要素を自
社製品から取り除き、相手から買いたいと言わせる、
価値を落とさず高く売る、長く売るためのポイント
など、毎回テーマを変えて講義頂いた。特に海外バ
イヤーが求めている情報が何か、どうすればより興
味が引けるか、動画活用の有効性について、ご自身
が運営する海外向け販売サイト「J-Tube」の例も交
えてアドバイスを頂いた。そして当塾で学んだこと
を実際に試す場として、小島氏の人脈を通じてタイ・
バンコクの食品関係企業との商談会を番外編という
形で実施する運びとなり、タイ国際航空のご協力の
もと昨年12月17日から20日の日程でバンコクを訪問
した。参加した塾生はフルーツゼリー製造の㈱マル
ミツサンヨー靏社長、抹茶製品を取扱う西福製茶㈱
西社長と㈲フーディアムトクナガ徳永取締役の3名。
このほか現地ではバンコク事情に詳しい㈱ユウシス
テムの入江社長とタイ国際航空の泉屋氏に案内役と
して参加頂いた。今回のタイ訪問で特徴的だったの
は事前準備に大きく時間を割いたこと。小島氏のア
ドバイスをもとに商品サンプルや製品情報、利益計
算できる情報を事前に訪問先に送り、相手と情報共
有した中で商談が行えるようにした。EMSで送った
サンプルがタイ税関で止められるというハプニング
もあったが、各人とも年末の忙しい中でできる限り
の準備を行い商談に望んだ。

商談先① タイバエ・インターナショナル社
　同社は魚等の缶詰加工から発展して現在では様々
な食品、野菜、果物等とその加工品の輸出入を手が
ける企業。訪問時は事前準備が奏功して即具体的な
話へ。タイバエ社側からも自社新商品を紹介される
など商談は双方向に進んだ。昼食を挟んで午後は一
緒に市場調査に。プレミアム食材を扱うサイアムパ
ラゴン、高級スーパーのセントラル、庶民派のビッ
グCなどを回り、競合商品や売り場の状況、価格設定
などをチェック。代表のビバチャイ氏には夜の交流
会まで丸一日お付き合い頂いた。

商談先② マッチャズキ社
　社名のとおり抹茶に精通し、抹茶商品（主にデザー
ト）の企画販売を手がける企業。ここでも事前準備
のおかげでスムースに商談が進んだ。代表のティラ
パット氏は昨年福岡インターナショナル・ギフト
ショーのバイヤーとして来福し、当会の総会交流会
にも出席。九州には様々な食材があることを知り興
味を持っているとのことで好意的に接して頂き、塾
生も説明に熱が入った。
　この他にも現地では様々な人との交流があり良い
刺激を受けた。商談はまだ始まったばかりだが非常
にいいスタートが切れており、成果に繫がることを
期待したい。

経済成長と人口増加が著しい上に住みやすさの面でも
世界的な評価を得ているオーストラリア、そして近年新
技術のスタートアップが盛んで世界で最もビジネスしや
すい国と言われるニュージーランド。福岡貿易会では創
立60周年記念事業として11月13日から23日の日程で、土
屋団長以下総勢24名で両国に経済ミッションを派遣した。

１．豪州シドニー
11月13日夜、福岡から台北経由で豪州に向け出発。

翌14日昼シドニー到着後、ダーリングハーバーのコンベ
ンションゾーンと親水空間を視察し、夕方から現地日系
企業4社との意見交換会に臨んだ。農業分野、物流、都
市開発、住宅関連の各分野の現地事情を伺ったが、各社
共に豪州市場の成長ぶりに魅力を感じ、事業拡大のチャ
ンスと見ている。その後シドニー最大の再開発が行われ
ているバランガルー地区を一緒に視察した。近未来デザ
インのビルが建ち、すでに注目を集めるスポットになっ
ている。地下鉄工事も含めて再開発事業完了の2024年
には都市の形が様変わりするだろう。現在シドニーの人
口は約500万人。2050年には800万人に達すると言われ
ている。翌日は市内中心部のビール工場跡地の再開発現
場を視察したが、経済情勢を反映して各所で開発需要が
旺盛な状況が伺えた。

２．豪州メルボルン
メルボルンから東へ170kmの地点にあるラトローブバ

レーは褐炭の産地。褐炭とは若い石炭のことで自然発火
しやすく輸送が困難のため、従来採掘地でしか利用され
てこなかった。この褐炭から水素を取り出して日本へ運
ぼうというのが日豪国家間で進める「褐炭水素サプライ
チェーン・プロジェクト」である。我々は11月16日朝か
ら現地を視察した。現地では川崎重工業㈱ほか日系4社と
豪州の電力会社AGLエナジーがコンソーシアムを組み商
用化実証を進めている。計画ではラトローブバレーのロ
イヤン発電所敷地内に水素製造プラントを設置し、ここ
からメルボルン南東のヘイスティングス港へ水素ガスを
陸上輸送する。同港の液化貯留プラントで水素ガスを超
低温で液化させ、専用運搬船で日本へ運ぼうというもの。
東京オリンピック開催の2020年度に技術実証する予定で
進められている。豪州政府では同時にCO₂を豪州東海岸
沖合に埋めるCCSプロジェクトを進めており、組み合わ
せることでCO₂フリーの水素ができることになる。水素
社会到来が間近に迫っていることを実感した。当日夜は、
在メルボルン日本国総領事館主催の交流会にお招き頂き、
川田首席領事より総領事館の取組みを伺ったほか、豪州
三井物産CEOで元在福岡豪州総領事のウェンディ・ホル
デルソン氏をはじめ現地企業との交流を図った。

メルボルンには3日間滞在したが、歴史的建造物と近
代建築とが融合した美しく見どころの多い街であった。
市内中心部ではトラムが無料で乗り放題という大胆な政
策がとられており、これも世界一住みやすい都市と言わ
れる由縁である。

３．NZオークランド
11月19日、ジェトロ・オークランドの奥所長にNZ経

済情勢に関するブリーフィングを受けた後、オークラン
ド市のスタートアップ支援の拠点「Grid AKL」を訪問。
現在3施設に130社のベンチャー・中小企業が入居し、
オークランド観光イベント経済開発局（ATEED）がビ
ジネス・サポート・プログラムを提供している。近隣に
は、IBM、MicrosoftなどIT関連大手が立地して一体的
にイノベーション地区を形成しており、オークランドを
アジア太平洋地域のイノベーションハブにしようと市が
本腰入れて取り組んでいる様子が伺えた。

午後からは拡張現実と仮想現実の技術やサービスを開
発する企業のための研究開発スペース「AR/VRガレー
ジ」を訪問。施設内には撮影スタジオや音響ブース、プ
レゼン用のデモブースなどの機能を備え、ゲーム開発、
画像・映画製作などのスタートアップが入居している。
ショッピングや食事などを疑似体験しながらその国の
言葉を学ぶVR言語学習ソフトや地下に埋もれた配管や
ケーブルの敷設状況を視覚化するアプリなどの説明を受
けたが、これらの商用化が進めば従来の仕事のやり方、
日常生活までが大きく変わっていくだろうと感じた。

夕方からは、経済界の2国間協議の場である「日ＮＺ
経済人会議」の歓迎レセプションに出席した。NZ側か
らはイアン・ケネディ委員長（元駐日大使）、オークラ
ンド市のフィル・ゴフ市長他が出席。開会スピーチでは
両氏ともに当会の出席に触れ、歓迎の言葉を頂いた。日
NZそれぞれビジネスパーソンとの交流を果たし、有意
義な会となった。

日豪褐炭水素プロジェクトが進む豪州ラトローブバレー

「来賓挨拶」
在福岡中華人民共和国
総領事館　何総領事

「一帯一路の現状報告」
福岡貿易会
甲斐専務理事

「日EU・EPAの活用」
ジェトロ海外調査部
田中欧州ロシアCIS課長

「中国欧州間鉄道輸送」
日本通運㈱海外事業本部
犬井企画部長

「カザフ鉄道の活用」
カザフ鉄道・香港法人
サケノフ代表

タイバエ社での商談風景

　九州では初めてといえる「一帯一路」の概要と背景、
5年目を迎えた一帯一路をどう活用していくかをテー
マにしたセミナーを福貿会60周年記念事業として昨
年11月28日に開催した。当会より九州経済界一帯一
路訪中団の視察報告と一帯一路の概要・背景につい
て、ジェトロより日EU・EPA協定締結による新しい

ビジネス、貿易物流の創出について、また日本通運
㈱と中国欧州鉄道の鍵を握るカザフ鉄道からは鉄道
輸送の実情とその取組みについて、それぞれの立場
から最新の情報が提供された。聴講者は定員の100
名を超え、一帯一路物流への関心の高さが伺えた。

2018年度「福貿グローバル塾」開催
～番外編では塾生がタイ市場に挑む！～

福岡貿易会60周年記念事業 一帯一路セミナー
『日・EUとのEPA・経済連携協定』後の新市場は？～飛躍的に伸びる一帯一路物流、どう活用する？～

開発が進むシドニー・バランガルー地区

Grid AKLにて

AR/VRガレージ　入居企業の事業紹介
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広州市を知っている市民の割合は47.7％。これは平成
30年度の福岡市市政アンケート調査の結果である。福岡
市と広州市は今年、友好都市締結40周年を迎える。正直
に感想を言うと、この数字は比較的健闘していると思う。
日本の他都市でも市民の半数が広州を知っているだろう
か。やはりそこは40年の歴史の積み重ねの結果だと考え
たい。だが、私は40周年を機にこの割合を更に高くした
いと思っている。しかも、今まで語られてきたような広
州の話ではなく、今の広州の姿をできるだけ多くの人に
知ってもらいたいと思っている。40年間の交流の積み重
ねは、一つのプライスレスな価値として輝きを増してい
る。そこには、未来を拓くチャンスが眠っていると思え
るのだ。連載の最後となる今回は、そんな広州について
話をしてみたいと思う。

１．食と自動車は広州にあり
外務省によると、平成29年10月1日現在、広州の邦人

数は7,396人。中国の都市では、上海、北京に次いで3番
目に多い。中国の都市別GDPでも、2017年に深圳に抜
かれるまでは、上海、北京に次ぐ第3位のポジションを
維持してきた。市域面積は熊本県と同程度だが、人口は
既に九州8県とほぼ同じ1,450万人。40年前の友好都市
締結時には福岡市の35分の1程度だった経済規模。00年
代前半に福岡市を抜き去り、この10年で福岡市の5倍以
上の規模になった。これは、九州全体の4分の3の規模に
相当する。今や世界第2位の経済力を誇る中国における
巨大都市・広州。そう、広州市は現在、世界レベルのメ
ガシティなのである。

そんな広州を紹介する時、最も有名なフレーズは「食は
広州にあり」という言葉である。広州市は広東省の省都で
あり、中国八大料理の一つである広東料理の総本山として
位置づけられる。広東料理の特徴は食材が豊富なところに
ある。後述するが広州は昔から対外貿易の拠点として栄え
てきた。広州には世界各地の食材や香辛料が集まってきて
いた。広東料理の料理人は、その素材の味を引き出すため
に腕を振るう。更に華僑や香港を通じて、広東料理は世界
中に広がり、最も馴染みのある中華料理となった。例えば、
日本でも有名な「飲茶」は広東料理の飲食文化の一つ。焼売、
お粥、エビ餃子など「飲茶」で提供される料理が広東料理
のイメージである。料理の種類が豊富で、とにかくハズレ
がない。しかも、ご当地で食べる広東料理は、広東以外で
食べる広東料理と全く次元が異なる。広州市民の平均消費
支出は中国トップである。市民は稼いだお金を美味しいも
のに費やすのだ。結果、広州の飲食業界は発達し、切磋琢
磨の果てに突出した高いレベルに成長することになる。私
自身、今まで合計3年間を広州で過ごしたが、食に関して

は正に何不自由ない暮らしであった。そんな広州だが、現
地駐在の日本人は自動車業界の方が多い。広州には、トヨタ、
日産、ホンダという日本の自動車三大メーカーが工場を置
いている。自動車生産台数も広東省は中国でトップ。当然、
サプライヤー企業や物流企業など関連企業も多く立地する。
したがって、日本のビジネスマンにとって、広州は「自動
車の都市」もしくは「製造業の都市」というイメージが根
強い。そもそも、広東省というエリアは、香港、マカオと
いう特殊なエリアを抱えている省である。比較的閉鎖的な
中国市場と比べて、香港、マカオはその成り立ちからも自
由度の高い都市である。香港の「自由貿易」、マカオの「IR（統
合型リゾート）」はそれを象徴している。貿易手続きが簡単
な香港から部品をいれると、小口多品種でも楽に輸入がで
きる。そこから深圳を経由して広州周辺にある工場に運ぶ。
工場で組み立て加工を行い、完成品を世界と中国国内に流
通させる。それがこのエリアが行ってきた発展モデルだ。

この中で、広州はこの経済圏と中国国内とをつなぐ役
割も担っている。中国国内から調達される部品は、広州
の卸売市場や交易会などで取引され、広東の工場に運ば
れる。工場で完成した製品は、広州を通じて中国全域に
運ばれていく。人の移動も同じである。90年代に問題に
なった「盲流」と呼ばれる農民の出稼ぎにおいても、人々
は職を求めてとりあえず広州に流れてきていた。技術と
資本とヒトとモノ、そして一国二制度という極めて特殊
な環境が重なり、このエリアは「世界の工場」と呼ばれ
るサプライチェーンを構築した。そして、その中に日本
の多くの企業も組み込まれているのである。

２．だけじゃない広州
さて、以上の内容は、比較的よく聞く広州の紹介である。

数年前ならこの説明で充分だっただろう。しかし、近年、
このエリアで新しい経済圏構想が生まれている。「広東・
香港・マカオ・ビックベイエリア」と呼ばれている経済
圏構想である。これは、広東省の広州や深圳などを中心
とする都市と香港、マカオを加えたエリアで一大経済圏
を築く構想である。これを進めるため、昨年、香港と広
州をつなぐ高速鉄道が開通し、香港―広州間が最短47分
でつながれた。さらに、香港とマカオ・珠海をつなぐ55
キロの大橋も完成した。こうしたことにより、域内の移
動時間が大幅に削減されることになる。ヒトやモノの移
動が更に促されることにより、更に期待されているのが
イノベーションである。「世界の工場」のサプライチェー
ンは、多種多様な部品の供給を可能にしている。アイ
ディアさえあれば、必要な部品が揃い、すぐに商品化が
できるのだ。そうなると、意欲のある人々が集い、アイ
ディアを生み出していく仕掛けをすることで、イノベー
ションが加速していく。最近、深圳が注目を集めている
が、それにはこうした背景がある。そして、その深圳と
同様のポテンシャルを広州も持っているのである。その
変化は、広州市政府の人と話していても如実に現れてく
る。かつては工場誘致やハード建設の話が中心であった
が、最近ではソフトやコンテンツ、サービスの話に関心
が移っているように感じる。中国のメガシティは、既に
第3次産業の育成に主戦場を移しており、広州も当然も
その波の真っただ中にいる。それはつまり、単純に商品
やサービスを作って売るのではなく、そこに如何にして
付加価値をつけていくかという競争に移行していること

を意味する。都市という箱の中により良いものを詰め、
消費者を引き付けること。それが発展の持続可能性を担
保していく事になる。では、中国の消費者が求めるもの
はどこにあるのだろう？その答えの一端は、日本への中
国人観光客のニュースの中にある。中国人観光客は日本
に来て、概ね良い印象を抱いて帰ることが多い。日本の
商品やサービスは高評価だ。つまり、彼らの消費の志向
が、日本が長年培ってきたものに近づいてきたことを意
味している。しかし、それをそのまま中国に持って行っ
て成功するほど中国市場は簡単ではない。日本企業は中
国で事業展開する際、日本製や日本式にこだわることが
多い。すると、コストがかかり、単価が飛びぬけて高い
店舗になってしまう。よほどブランディングが上手くな
いと集客に苦労することになる。本来なら中国製でコス
トをおさえ、デザインやコンセプトなどコンテンツで勝
負していくことが上策だろう。ところがそのためには、
中国人の消費者心理を理解し、中国のサプライヤーとつ
ながり、中国人向けの適切なブランディング戦略を練れ
る人材が必要となる。残念ながら、そこまでできる日本
人の中国人材は多くない。そうなるとどうなるのか？中
国企業の側が自らブランディングを高めていく方向に舵
を切る。日本人や外国人のデザイナーを雇ってきて自ら
の製品に付加価値を加えていくことになるのだ。

今、広州では、こうしたお洒落なコンセプトのブラン
ドが続々誕生している。最近広州で流行っている店舗の
写真を掲載してみるが、上手く伝わるだろうか。広州で
は、上述した通り、世界のアパレルメーカーが製造を委
託しているような工場が周辺に無数にある。自らのアイ
ディアとデザインで委託する側にまわれば、すぐに優れ
たオリジナル商品を生み出せる。これも広州が強みとす
るイノベーションの一種だ。無責任ながら断言するが、
恐らくあと数年したら、中国発のブランドショップが日
本に進出するようになる。それくらいレベルが高くなっ
ている。そうなると次は、中国発の先端ショップやアイ
テムを発掘して日本で代理権を握る、というビジネス
チャンスが生まれてくる。好き嫌いでも、良し悪しでも
なく、ビジネスはそういうものだろう。実は、アパレル
以外でも広州発のビジネスは、既に日本の中に入り込ん
でいる。若者を中心に昨年大ヒットしたオンラインゲー
ム「荒野行動」を配信している「網易（NET EASE）」
は広州の企業だ。同社が手掛けるECサイトは越境EC
でトップシェアを誇っている。また、電子決済などで
知名度が高まった中国最大手のSNSである「微信（We 
Chat）」の本部も広州にある。中国３大ECモールの一つ
に数えられる「唯品会（VIP SHOP）」も広州の企業だ。
広州で彼らの巨大なビルを見上げていると、彼らのサー
ビスを日本式に転換して導入することでチャンスを手に
する日本企業も沢山いるのだろうと思い至る。

キウイ選果場の作業風景

現在の広州市

農園ではIoTを導入して苗を育成していた 悪天候から一転、翌日好天気に恵まれたクイーンズタウン

４．NZタウランガ
11月20日は二班に分かれ、一班はNZを代表する輸出

物であるキウイフルーツの販路拡大の取組等を調査する
目的で、北島中部タウランガにあるゼスプリ・インター
ナショナル本社を訪問した。同社はNZの輸出向けキウ
イを独占的に扱う企業で、市場調査、研究開発、品質基
準の管理などを行っている。キウイの収穫期は3月末か
ら4月頃。日本では夏以降でもゼスプリキウイが食べら
れるが、これはキウイを冷蔵保管して出荷時期をずらし
て北半球の市場に投入しているため。同社では北半球で
の生産拠点を増やし、完全に通年で供給できる体制作り
を進めており、日本でも愛媛県と宮崎県でゼスプリ認可
のキウイ作りが始まっている。

このほか生産者から持ち込まれたキウイの選果や出荷
作業を行う選果業者とキウイ農園を訪問した。生産現場
では最新技術による省力化が進んでいる一方で、まだ人
海戦術に頼らざるを得ない部分があり生産者の苦労も見
えた。

その後オークランド空港で団員全員が合流し、次の視
察地、南島クイーンズタウンに向かったのだが、悪天候
で飛行機が着陸できず引き返す事態となった。オークラ
ンド空港に戻ってきたのは夜９時頃。すでに市内ホテル
の空きがなく、全員空港で一夜を過ごすという貴重な体
験をした。これは当会始まって以来のことだろう。　

翌朝7時の振替便で再びクイーンズタウンへ。不安を
余所にあっさり到着し、そこには昨夜の疲れが吹き飛ぶ
絶景が待っていた。急な事態にも冷静に対応頂いた団員
の皆様と迅速に動いてもらった西鉄旅行㈱の皆様には心
から感謝申し上げたい。

今回経済ミッションでは、豪州では主に都心部の開発
状況を、NZではスタートアップ支援が盛んな状況を中
心に視察した。移民受入に積極的で人口増加が続き、対
中・対アジア経済への依存が高まっていることなど両国
の共通事項は多い。それぞれ現地ビジネスパーソンとの
交流機会を多数設けて話を伺ったが総括して両国経済、
まだまだ成長が続く勢いを感じた。

四十にして惑わず―広州
元福岡貿易会上海事務所　所長　奥田　聖

福貿会60周年記念寄稿−３

広州発のブランド
「Ｏ.Ｃ.Ｅ」
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中国企業の日本進出には抵抗感もあるが、打ち寄せる
波を押し返せるほどの革新性を日本企業が持てている
か、自分でも確信が持てない。これが次の時代のビジネ
スの形というのなら、せめてそこで福岡の企業が活躍し
てほしいと願うばかりである。

３．福岡と広州
広州市は、古くから貿易の街として栄え、中国の玄関

口であった。日本の玄関口として栄えた博多の歴史と共
通点がある。広州で扱う交易は主に東南アジアやインド、
ヨーロッパ方面である。しかし、それが災いし19世紀に
アヘンが大量に密輸されてくる。これを焼却処分し、戦
争になったのが「アヘン戦争」である。1842年の南京
条約では、広州がそれまで独占した貿易を開放され、中
国の5港が開港。広州商人から離れて自由に貿易を行う
ため、広州に近い香港はイギリスに割譲された。このよ
うな経緯で、広州は近代史において重要なポジションを
担うようになる。その広州を拠点に活動した革命家が「孫
文」である。孫文は、広州の隣にある中山市で生まれた。
マカオで医師をしていた孫文は、祖国の現状に憂い、広
州で武装蜂起を試みる。しかし、密告により失敗し、日
本へ亡命する。彼を支援していた人物の中に梅谷庄吉(長
崎)や宮崎滔天(熊本)がいた。その宮崎滔天が孫文を紹介
したのは元福岡藩士を中心に結成された政治団体・玄洋
社の総裁・頭山満だった。頭山は玄洋社や彼の人脈を通
じて、孫文の活動と生活を支えた。炭鉱を経営していた
平岡浩太郎や、安川電機の創業者である安川敬一郎など
もその一人である。西郷隆盛の西南戦争の影響を大きく
受けていた当時の九州では、時代を憂えた熱い人間が多
かったのかもしれない。孫文の活動は、こうした九州を
中心とした日本人の支援を受け、1911年に清王朝を打
ち倒す辛亥革命へとつながっていく。

孫文は、その後袁世凱に政権を追われ、志半ばで世を
去る。玄洋社も戦後、GHQから右翼団体として解散を
命令された。その時、最後の社長を務めていたのが、玄
洋社創立メンバーの一人、進藤喜平太の４男である進藤
一馬だった。進藤一馬は、その後1972年に福岡市長に
就任する。ニクソンショックをきっかけとして世界と
中国の関係が180度転換していく70年代という時代だっ
た。そんな中、鄧小平が打ち出した改革開放により、福
岡市も1979年に中国の都市と友好都市を締結すること
になる。その相手となった都市は孫文と因縁深い広州市
だった。そこには、進藤一馬自身の想いもあったはずだ
と、当時担当をしていた市職員は語る。進藤一馬の父や
その仲間たちと苦楽を共にし、同じ夢を見た孫文。福岡
市の友好都市の相手を考えた時、恐らくそうした想いが
胸に去来した事だろう。

1979年5月2日に福岡で友好都市の締結を行った際、
広州市側の代表は楊尚昆だった。楊尚昆は後に国家主席
も務めるなど、中国の現代史に名前を残す大人物だ。彼

はどんたくのパレードに参加した際、パンダの着ぐるみ
をきた福岡市民を目にする。そこで翌年、広州市動物園
のパンダ2頭を福岡市動物園に2カ月レンタルすること
を決めた。パンダが上野動物園にしかいない時代であ
る。福岡では空前のパンダブームが沸き起こった。この
時、パンダを見に行った記憶がある福岡市民も多いの
ではないだろうか？進藤一馬は、その返礼に広州にある
越秀公園にジェットコースターを寄贈することにする。
1981年に完成したジェットコースターは、中国で最初
のジェットコースターとなった。広州で、このジェット
コースターに乗った記憶がある人も多い。その後も、多
くの福岡市民が広州を訪れ、広州市民が福岡を訪れた。
多くの出会いが生まれ、多くの友好の記憶が積み重なっ
ていく。明治維新に乗り遅れ独自の活動で時代を支えた
元福岡藩士の熱い想い。祖国の現状を憂い新たな中国建
国を夢見た孫文の熱い想い。両者の結びつきは、福岡市
と広州市を友好都市としてつなぎ、今も両市の人々の交
流を生み出す礎になっているのだ。

そして今年、福岡市と広州市は友好都市締結40周年を
迎える。個人的な話で恐縮だが、実は、私は今年から広州
市へ長期派遣される。広州との経済交流を促進させるた
め、福岡市職員として現地でサポートや調整を行うことに
なっている。上述したように広州市の経済規模は、この
40年間で大きく成長した。水が高いところから低いとこ
ろへと流れを変えるように、ビジネスは政治や思想、個
人の好き嫌いを越えて自然と変化を続ける。40周年には、
この時にしかできないチャンスがあるはずだ。連載初回で
語ったように、博多は大陸から入ってくる新たな物や文化
をいち早く取り入れ、日本へと広げていく役割を担ってい
た。博多商人は変化を受入れ、そこからビジネスを生み出
してきたのだ。また、同じく広州はインドやヨーロッパか
ら文明が流れてくる窓口になっていた。気質は同じだ。そ
の両者を元福岡藩士と孫文がつなげた。私は一人で広州に
渡るが、決して一人ではない。福岡にも広州にも、志を同
じくする多くの仲間が今も沢山存在することを知ってい
るからだ。米中関係も、日中関係も、世界情勢も景気の変
動も、現在も未来の情勢は不明瞭である。だが、時代の変
化を経ても脈々とつながり続ける絆は、きっと先代達が
残してくれた地域の宝なのだと思いたい。今年は40周年。
四十にして惑わず。多くの人がつないできた宝を、私は惑
わず次の時代に引き継いでいきたいと思っている。そして
それは、地域の多様性を担保し、地域の独自性や国際感覚
の育成につながっていくと信じている。

これをお読みの方の中で、広州との経済交流に興味を
お持ちの方がいたら是非とも現地の私にお声かけをいた
だきたい。もしかしたら、福岡と広州がつないできたも
のが、何らかの形でビジネスに役立つかもしれない。そ
して、そのビジネスは、また次の時代のつながりを生む
かもしれないのだ…。

「群れる会社」と「組む会社」

■ 魚は二種類のグループを作る
　私は海釣りが好きです。下手の横好きのため、釣
れない時間も長く、その間に海を眺めながら海中の
魚の生態を想像し、仕事や貿易につながる大切な気
付きを多く得てきました。
　魚にはヒラメやサメのように単独行動を好む魚
と、アジやイワシのように集団行動を好む魚とがお
り、海中で美しい群れが悠々と泳ぐ様子は、テレビ
やダイビングを通じて誰もが見たことがある光景で
しょう。集団行動型の魚には「群れる魚」と「組む魚」
の二種類がいます。どちらも集まっている点は同じ
ですが、集まり方をよく観察すると二つのグループ
構成基準が見えてきます。それは、
　群れる = 悩みと不安でつながる
　組む = 強みと目標でつながる
の二つです。
　群れる魚の例をイワシとします。イワシの群れは鯨
ほど大きいのに、その群れは敵に遭遇した途端に四散
し、群れの数匹は敵に食われてしまいます。群れの反
応や行動を見ていると、不安や恐怖という群集心理が
作用しているようです。一匹では非力なイワシは、群
れることで自分を大きく見せ、また、自分が食べられ
るリスクを軽減しているのかもしれません。
　一方、組む魚の例をシャチとしましょう。（今回
はシャチが哺乳類であることは問わない）。シャチ
は少数精鋭の集団で狩りを行い、一匹はエサの群れ
を追い立て、一匹は群れを疲れさせ、一匹は群れを
海面に追い詰めて退路を断たせ、一匹は群れの正面
に突然現れて群れを離散させるというふうに、全員
が目標達成のために役割を分担します。少数でも各
自が持ち場で全体の目標に奉仕することで、大きな
成果を掴み取ります。

■ 海外で成功したいなら群れずに組もう
　近年は福岡でも海外展開を目指す企業が増え、昔
では考えられなかったほど様々な団体やセミナーを

見かけるようになりました。多言語を駆使して世界
各地に中小企業の製品を輸出する仕事上、私も様々
な集まりに顔を出すようになりましたが、地場企業
の集まりにも、群れる集団と組む集団の差があると
感じています。群れる企業とは「少子高齢化、人口
減少、市場縮小で大変だ」と自社の不安から集まり、
とりあえず売れそうならどの国のどの企業でも良い
と安易に海外市場に頼ろうとする企業のことです。
一方、組む企業とは、市場と顧客を明確に想定し、
A社は製造、B社は販売、C社は分析というふうに、
目標達成のための工程と役割を認識し、持ち場で全
力を尽くす企業のことです。
　群れる企業にとっての事業とは「自社及び地元の
問題を解決して地域を活性化させること」であり、
相手不在の行動原理はイワシと同じです。組む企業
にとっての事業とは相手の問題解決であり、地域活
性化は顧客に貢献した見返りに過ぎません。イワシ
にとって大事なのは悩みをともにする友人と同じ群
れに属し、同じ行動をしているかどうかで、シャチ
にとって大事なのは、獲物をしっかりと捕まえられ
るかどうかです。そして福岡にも、目標も持たずに

「とりあえず海外」、「とりあえずセミナー」、「とりあ
えず展示会」と、雰囲気任せで惰性的に海外を目指
す企業は少なくないと感じています。
　人口減少と売上の低迷に悩む日本企業を救うため
に海外市場が存在しているのではなく、世界で未解
決の問題を解決するために日本企業が存在している
のです。イワシの相談は「うちの製品、どこかの国
の企業が買ってくれませんか？」で始まり、シャチ
の相談は「この国のこの層に、この製品でこう切り
込みたい」で始まります。弊社の経験では、輸出の
成否は製品の良し悪しより、経営者の態度がイワシ
かシャチのどちらかで決まると感じています。完成
図を見てこそパズルのピースの位置が分かるように、
世界の諸問題をつぶさに観察、分析した時、福岡・
九州の企業の強みと組むべき相手が見えてきます。
そして、小さな会社でも、基準を変えればシャチの
ような強者になれるものです。事例を知りたい方は
福貿会でお会いしましょう。

貿易アドバイス福岡貿易会アドバイザーリレーコラム わかりやすい
　ワンポイント

J-Tech Transfer and Trading　小島　尚貴

福岡・広州
友好都市調印式

（1979.5.2）

広州代表団
博多どんたくに参加

（1979年）
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オーストラリア・ニュージーランド経済セミナー
＜日　時＞　10月25日（木）　15:00 ～ 16:00
＜場　所＞　福岡貿易会事務所
＜内　容＞　オーストラリアの経済情勢等について
　　　　　　在福岡オーストラリア総領事館商務官　加藤　裕久 氏
　　　　　　ニュージーランドの経済情勢等について　　　　
　　　　　　西日本鉄道㈱国際物流事業本部営業企画部　営業企画課次長　中山　聡司 氏

海外進出企業をとり巻く5つのリスク
＜日　時＞　12月6日（木）14:00 ～ 16：00
＜場　所＞　福岡商工会議所2階　第2研修室
＜講　師＞　三井住友海上火災保険㈱営業推進部課長　長嶺　尚子 氏
参加者のことば

　輸出入取引では海上貨物保険だけでなくPLや信用保険の活用、また出張者・駐在員
　リスク対策も非常に重要だと勉強になりました。内容も実務的で良かったです。

トルコへの投資、その環境とビジネスチャンス
＜日　時＞　12月6日（木）15:00 ～ 16:30
＜場　所＞　福岡商工会議所ビル4階　404−405会議室
＜講　師＞　トルコ共和国大統領府投資局シニアアドバイザー　青木　雄一 氏
＜内　容＞　トルコにおける海外投資受入れの現状と投資優遇制度などの投資環境、
　　　　　　ビジネスチャンス、外交・セキュリティー状況等

国際ビジネス税務 入門セミナー
＜日　時＞　12月11日（火）18:30 ～ 20:00
＜場　所＞　福岡貿易会事務所
＜講　師＞　法師山康成税理士事務所代表　法師山　康成 氏
＜内　容＞　国際税務の領域としくみ、個人が海外勤務をする場合の課税関係、
　　　　　　製品を輸出入する場合の課税関係

ビジネス英会話講座中級編
＜日　時＞　9月6日～ 12月13日　毎週木曜日19:00 ～ 20:30　全15回
＜場　所＞　福岡貿易会事務所
＜講　師＞　シーモア イングリッシュ アカデミー　代表　Mr. Anthony Seymour
＜内　容＞　外航貨物保険の基礎、リスクマネジメント、事故発生時の対応
参加者のことば

　普通のレッスンと違い、考えながら英語だけで話したり聞いたりするので、
　頭の中に残り易かった。

　より自然な表現など、テキストの内容以上のことを教えていただけたので、
　とても良かったです。

2年目の中国語会話（後期）
＜日　時＞　9月12日～ 12月19日　毎週水曜日19:00 ～ 20:30　全15回
＜場　所＞　福岡貿易会事務所
＜講　師＞　中国語教室―語学EIWA　代表　李　岩 氏
参加者のことば

　わかりやすい。毎回わからない部分がない。
　文法、会話、単語など毎回取り入れてバランスが良い。

セミナー等開催報告

新　会　員　の　ご　紹　介新　会　員　の　ご　紹　介

安永公認会計士・税理士・米国税理士事務所(認定支援機関)
代表者：安永　聖観
所在地：福岡市早良区次郎丸3丁目地下鉄次郎丸駅近く
ＴＥＬ：092-982-5836　ＦＡＸ：092-303-6983
MAIL：seikan.yasunaga@outlook.jp
ＵＲＬ：https://www.yasunaga-cpa.com/
主 要 業 務：
・国際税務関係　・外国人所得税申告　
・英文財務諸表作成　
・M＆A支援（財務DD,税務DD）
・上場準備支援　・内部統制構築支援

当社の特色：
【Main business】International Tax / Income Tax Return 
for Foreigners/ Preparation of Financial Statements/
Support for Merger and Acquisition/ Support for 
Initial Public Offering/ Support for Creation of Internal 
Controls
外国との取引が発生した場合、必ずといっていいほど難解な
会計・税務の問題が発生します。当事務所は日本企業の外国
進出への懸け橋となり、ビジネスがスムーズになるための潤
滑油のような役目を担います。

株式会社�MACRO�JAPAN
代表者：代表取締役　名嶋　伸幸
所在地：福岡県八女郡広川町大字藤田1515-1
ＴＥＬ：0943-24-8741　ＦＡＸ：0943-24-8841
MAIL：info@carstudio-network.com
ＵＲＬ：http://www.carstudio-network.com
主 要 業 務：
・カー用品（ヘッドライト・テールランプ・フォグランプ・

バンパー、フォグランプ等の商品開発販売
・バイク用品（ハーレーダビッドソンのヘッドライト・テー

ルランプ・メッキパーツの商品開発販売
・OEM

当社の特色：
H14年に個人事業として輸入業をスタート。海外の工場で
オリジナル製品を製造し、日本国内のカー用品向けに販売を
行っております。主な取引先国は、中国広州、台湾、タイで
金型から生産し製品化、自社ブランドとしての展開も行って
おります。日本国内の他業種からのOEM生産も行っており
ます。

法師山康成税理士事務所
代表者：法師山　康成
所在地：福岡市博多区博多駅東2-5-19サンライフ第3ビル5F
ＴＥＬ：092-686-8557　ＦＡＸ：092-686-8501
MAIL：hoshiyama@mirai-sozo.biz
ＵＲＬ：http://www.mirai-sozo.biz/
主 要 業 務：
・国内税務会計
・国際税務会計
・外資系企業の対日投資支援
・海外進出支援
・現場改善コンサルティング（5S,TQM）

当社の特色：
私たちは英語と中国語対応で海外に目を向けた税理士事務所
です。外資系企業のクライアントを有していますので国際税
務も取り扱っています。昨年末に貿易会様のご協力で開催さ
せていただきました「国際ビジネス税務入門セミナー」では、
開催後直ちに数社からお問い合わせ頂戴し、皆様の国際税務
への関心の高さを実感しました。
ま た、 製 造 業 を 中 心 に5Sや
TQMなどの現場改善と管理会
計を融合した結果にこだわるコ
ンサルティングも行っていま
す。詳しくはFacebook「現場
改善倶楽部」で情報発信してお
りますのでご覧くださいませ。

カノン行政書士法務事務所
（行政書士技能実習サポートセンター）
代表者：代表・野中　友裕
所在地：福岡市西区下山門1-14-3-502
ＴＥＬ：092-882-2431　ＦＡＸ：092-882-7267
MAIL：n-consult@canon-legal.com
ＵＲＬ：https://www.canon-legal.com/
　　　　https://www.ginou-jissyuu.com/
主 要 業 務：
・外国人技能実習生受け入れに関するコンサルティング業務
・外国人技能実習生受け入れのための許認可等手続
・外国人在留資格に関する入国管理局等への各種申請手続
・事業協同組合設立
・会社設立

当社の特色：
当所は、外国人受け入れに係る行政手続等に特化した行政書
士事務所です。
いわゆる「高度人材」と言われる通常の在留資格は勿論のこ
と、福岡県の行政書士でもあまりない、「技能実習」に関す
る業務を得意分野としております。
ご存知のように、今年4月からは「特定技能」と呼ばれる新
しい在留資格が誕生することとな
り、外国人材の活用がにわかに注
目を集めている中、我々も、業務
を通じて皆様のお役に立てること
を楽しみにしております。

株式会社辻利茶舗
代表者：代表取締役　辻　史郎
所在地：〒802-0006　北九州市小倉北区魚町3-2-19
ＴＥＬ：093-521-6514　ＦＡＸ：093-522-1291
MAIL：white@tsujiri.co.jp
ＵＲＬ：http://www.tsujiri.co.jp
主 要 業 務：
スタンスはローカル、ビジョンはグローバル
国内で日本茶販売や日本茶カフェを経営しながらも2010年か
らは海外に着手。
現地資本と提携しながら世界に日本茶を敷衍せんと地元を重
んじながらも海外を見据え展開、邁進中です。

当社の特色：
弊社は創業を江戸萬延元年（1860年）に遡ります。開祖辻
利右衛門は玉露の製法を確立させ、明治大量物流時代を前に
内側にブリキを貼った茶箱を考案、更に幕末で将軍家の庇護
を失った宇治茶園を私財を投じて再開墾したことで、世界遺
産平等院の正門横に銅像を建立される誉を受けました。
私たちは辻利右衛門が伝統を重んじながらも
諸々の改革を行ったように、
Tradition & innovationを
念頭に挑戦し続けておりま
す。

株式会社シンクロディスティニ　福岡支店
代表者：志岐　匡子
所在地：福岡市博多区美野島3丁目6番24号
ＴＥＬ：092-477-2100 　ＦＡＸ：092-477-2101
MAIL：synchrodestiny1018@gmail.com
主 要 業 務：
・経営コンサルタント
・主にタイ製品の化粧品・雑貨・
　食品を輸入
・日本製のドッグフードをタイ・
　中国等に輸出
・輸出に関する手続き代行

当社の特色：
2018年6月から新規事業として輸出入業を始めたばかりです。
歴史は浅く、規模は小さい会社ですが、小さな商社を意識し
ながら「自然に逆らわない」をモットーに、自分の感性に合っ
た良品を国内外に紹介しています。
化粧品は、タイ王国内閣科学技術
省監督下のNIAより有機産業技術
イノベーションに認定された日本
初輸入製品です。
またドッグフードは、製造方法と
保存法にこだわった生肉50％以上
の手作りに近い製品です。



○　税関セミナー
【日　時】　3月7日（木）14:00 ～16:30
【会　場】　福岡商工会議所ビル　402-403会議室
【内　容】　「最近の税関行政について」

　　　　　門司税関博多税関支署支署長　児玉　竜太郎 氏
　　　　　「平成31年度関税改正の概要について」
　　　　　　門司税関福岡空港税関支署統括審査官（通関総括部門）

梶原　秀一 氏
　　　　　「関税評価について」
　　　　　　　　　門司税関業務部　関税評価官　山口　裕之 氏

【受講料】　無料

＜夜間講座＞
○　通じる中国語会話（発音攻略編）

【日　時】　1月23日～3月13日　毎週水曜日　19:00 ～20:30　全8回
【会　場】　福岡貿易会事務所
【講　師】　中国語教室　語学EIWA　代表　李　岩 氏
【内　容】　正確な四声、ピン音で、且つ速い速度で話せるようにな

ることを目標に繰り返し練習する。
【受講料】　福岡貿易会会員　：￥14,000 ／非会員：￥21,000

○　ビジネス英会話上級編
【日　時】　1月24日～3月14日　毎週木曜日　19:00 ～20:30　全8回
【会　場】　福岡貿易会事務所
【講　師】　Seymour English Academy 

代表　Mr. Anthony Seymour
【内　容】　様々なビジネスシーンで自分の考えを英語で相手に伝え、

効果的なプレゼン・交渉を行う。
【受講料】　福岡貿易会会員：￥16,000 ／非会員：￥24,000

○　貿易保険＆海外与信管理入門セミナー
【日　時】　2月14日（木）14:00 ～16:30
【会　場】　福岡商工会議所ビル2階　第2研修室
【内　容】　「貿易保険について」
　　　　　日本貿易保険大阪支店営業グループ調査役　斉藤　健佑 氏
　　　　　「海外与信管理入門（中国・ASEAN）」
　　　　　㈱クレディセイフ企業情報　代表取締役　牧野　和彦 氏

【受講料】　無料

○　英文契約書入門講座
【日　時】　2月20日（水）9：30 ～16：30
【会　場】　福岡商工会議所ビル2階　第2研修室
【講　師】　中矢一虎法務事務所（司法書士　行政書士）

　　　　　代表取締役　中矢　一虎 氏
【内　容】　越境EC（国際ネット販売）ビジネスを利用した英文契約（注

文と注文請）、安定した貿易を行う為の契約特定条件、日
本語で学ぶ英文契約書の一般条件、絶対に見逃せない簡
単な英文契約単語と考え方

【受講料】　各講座　福岡貿易会会員：￥4,000 ／非会員：￥8,000

○　貿易実務に役立つ通関知識基礎　生産者・輸出者等による
　　TPPの自己証明・原産地証明文書作成とは

【日　時】　2月21日（木）9：30 ～16：30
【会　場】　福岡商工会議所ビル2階　第2研修室
【講　師】　中矢一虎法務事務所（司法書士　行政書士）

　　　　　代表取締役　中矢　一虎 氏
【内　容】　関税定率法（日本）別表、EPA/TPPと海外販売戦略、外

国の自由貿易協定、新しい日本の通関システムとATAカル
ネ、貿易にかかる基本的な税の仕組み

【受講料】　福岡貿易会会員：￥4,000 ／非会員：￥8,000

　　　　　　 からのお知らせ

●発　行/　
　　　　 　〠812-0011　福岡市博多区博多駅前二丁目9番28号7階
　　　　　 ☎　092（452）0707　　　　FAX　092（452）0700
●発行日/平成31年1月31日　　　●印　刷/㈱西日本高速印刷

今後開催予定のセミナー

Hi there! How goes your business? Great?
　貿易 / 海外事業展開等で英語を使い仕事をする上では「高
いlistening力」が必要。字幕なしで海外のドラマや映画が分
かる力があれば良いです。皆さんは如何ですか？海外側発言内
容が完全に分からぬと商談が上手く進みません。「Listening力」
UPのコツを開示し稽古します。海外人が実際に話す速度は学
校や各種英語講座での発話速度よりも早いです。今回は「基本
編1」です：
　１）相手発言中【キャン】と強い目に聴こえたら、「出来ない
(can’t)」と云っています。対して、「can」は弱い音で「カン / 
クン」と聴こえます。
　「can’t」の [n’t]は本人は云ってる積りですが、n’t音が息に
変わり、この音が消えて日本人には分かりません：ですからキャ
ントはキャンと成り、同様に hasn’t や isn’t もそのn’t音は
聴こえません。ハズン・イズンと成ります
a [We can do that]：音/ウィヵンドぅーザ（ッ）
b [We can’t do that]：音/ウィキャンドぅザ（ッ）

「出来る」/「出来ない」の聴き違えは大きな誤解になりますよね。
Plz be careful about this!
　２）「オンナッ」/「インナッ」と聴こえてきたら、其々 [on�
that]・[in�that] の音。nの発音は舌を口内上部壁に強く当て
る為に強目です。th音が続きますと、n音がth音を吸収、th音
が「ナ行」音に変わります：a [Turn on that]はターンオンザッ
トでなく「ターンノンナッ t」と聴こえます。b [アィ・グリー/オ
ンナッ ]は (I�agree�on�that.) といった音になります。

　３）ここで、agreeの「a」音が消えてしまいます。単語がaか
ら始まる場合で、ａに強勢がない場合は、このａが日本人にはａ

（軽いアの音）が聴こえません。故に I agree on that.の前半は
「アィグリー」と聴こえます。I agreeでなくて、何かその様な単
語があると？と思う程です。
※ against / along / accept他の単語類は冒頭のa音が必ず消
えて、聴こえてしまいます。
ａ[イズンナッ・ゲインスt�/the�rules?]カナの箇所は掴めます？
Isn’t that against the rules?です。Isn’t thatは [n’t]が消
えて[イズン]となり、Isnの次のthがn音に吸収され「イズンナッ」。
更にagainstの[a]が消え「ゲインスt」と変化。
ｂ[イッ the�プライス・セプタボぅ to you?]⇒
　これは [Is�the�price�acceptable�to�you?] です。よく発
言されるセリフと思います/この価格は貴社にはOKですか？との
意味内容ですね [acceptable] のaアが消えてしまいます。
※acceptableは[ce]に強勢（アクセント）を置きますから、[ce]
部分は強く発生しますが、その他の母音は弱くなり、特に冒頭
のaが日本人の耳には消音に成ります。
　４）【Tom�isn’t�ワリィユゥストビィ】←宿題：
↑の下線部がこのカナの様に聴こえる場合、さて何と発言してい
るのでしょう？次回迄にお考え下さい。英語が得意な方はお判
りですよね？ ※英語セリフ130題聴取る練習ができる当社サイ
トをご紹介します。ご覧下さい。http://fukuoka.shoplog.jp/
niten/37137.html
　各英語セリフを1回聴いて何て云っているか？聴き取れるか？皆
様試してみて下さい。当社では英語リスニング力を高める企業研修
を実施中です。レベルに合わせて色々な音源を用いて繰り返し練
習をしています。貴社にてご希望があれば試しに実施します。遠慮
なく小職迄お知らせ下さい。Thanks for reading. 「聴き取り」を
含め英語全般の質問は当社：yhniten14k@yahoo.co.jpへどうぞ！

貿易英語ひとくちメモ
第27回

＜兵法・英語二刀一流＞末次通訳事務所　代表　末次　賢治
「英語商談に備えるListening練習その①」

※予定につき変更の場合があります。会員以外の方の受講も可能です。


